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施策の展開 施策の展開 

●
広
報
紙
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

　
男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発 

●
人
権
相
談
・
法
律
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の

　
充
実
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談
体

　
制
の
整
備 

●
Ｄ
Ｖ
の
問
題
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓
発  

他 

基
本
目
標
１ 

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た 

意
識
づ
く
り 

Ⅰ
　
家
庭
・
地
域
社
会
で
の
男
女
共
同
参
画 

　
　
の
意
識
づ
く
り 

●
保
育
所
・
学
校
に
お
い
て
性
別
に
と
ら
わ
れ

　
な
い
、
個
性
・
能
力
や
適
性
を
生
か
し
た
指

　
導 

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
で
の
会
議
へ
の
男
女
共
同
参
画

　
の
啓
発 

●
家
庭
教
育
学
級
で
の
人
権
研
修
会
の
実
施
な

　
ど
、
男
女
平
等
意
識
の
生
涯
学
習
の
充
実 

他 

Ⅲ
　
男
女
平
等
を
基
本
と
す
る
教
育
と
学
習 

　
　
の
推
進 

●
事
業
者
や
市
民
に
対
す
る
、
男
女
雇
用
機
会

　
均
等
法
の
啓
発
と
推
進 

●
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
、
事
業
主
な
ど

　
に
対
す
る
女
性
の
積
極
的
登
用
や
ポ
ジ
テ
ィ

　
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
働
き
か
け 

●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た

　
め
の
普
及
啓
発
と
情
報
提
供
　
他 

Ⅱ
　
男
女
の
差
別
意
識
の
な
い
職
場
づ
く
り 

●
低
年
齢
児
保
育
・
一
時
保
育
・
特
定
保
育
・

　
延
長
保
育
な
ど
の
充
実
お
よ
び
フ
ァ
ミ
リ

　
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実 

●
事
業
者
や
市
民
に
対
す
る
、
育
児
休
業
や

　
短
時
間
勤
務
な
ど
育
児
に
係
る
制
度
の
普

　
及
啓
発
と
推
進 

●
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
普
及
啓
発
と

　
推
進
　
他 

基
本
目
標
2

仕
事
と
生
活
の
調
和
を
支
援
す 

る
施
策
の
充
実 

Ⅰ
　
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援 

●
学
校
施
設
開
放
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進 

●
妊
婦
健
診
、
乳
幼
児
健
診
、
健
康
診
査
、

　
が
ん
検
診
な
ど
の
充
実 

●
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
な

　
ど
の
給
付
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の

　
充
実
　
他 

Ⅲ
　
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め
の 

　
　
支
援 

●
介
護
保
険
制
度
の
情
報
提
供
と
促
進 

●
事
業
者
に
対
す
る
、
介
護
休
業
制
度
の
啓

　
発
と
制
度
の
普
及 

●
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
制
度
の

　
周
知
、
高
齢
者
の
自
立
の
支
援
　
他 

Ⅱ
　
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援 

●
女
性
委
員
の
登
用
率
目
標
35
％
、
男
性
委

　
員
・
女
性
委
員
不
在
審
議
会
・
委
員
会
な

　
ど
の
解
消 

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
積
極
的
な
運
用 

●
男
女
共
同
参
画
の
意
識
啓
発
と
資
質
向
上

　
を
目
指
す
、
職
員
の
研
修
機
会
の
拡
充

他 

基
本
目
標
3

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
お 

け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進 

Ⅰ
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同 

　
　
参
画
の
推
進 

●
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
へ
の
報
告
・

　
意
見
聴
取
・
公
表 

●
（
仮
称
）
山
県
市
男
女
共
同
参
画
条
例
の

　
制
定
　
他 

Ⅲ
　
計
画
の
推
進 

●
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
人
な
ど
の
育
成
支
援
と
男
女
の
参
画
推
進 

●
地
域
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り
・
観
光
に
関

　
す
る
活
動
へ
の
男
女
の
参
画
推
進
　
他 

Ⅱ
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り 



●●広報やまがた　2012. 4 ● 12

計
画
策
定
の
概
要
 

基
本
理
念
 

計
画
期
間
 

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢

化
、
家
族
や
地
域
社
会
の
変
化
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
、
国
際
化
や
情
報
化
な
ど
、

著
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
男
女
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、

活
力
あ
る
山
県
市
を
目
指
し
ま
す
。 

平
成
24
年
度
か
ら 

　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
度
ま
で
の
５
年
間 

　
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
喜
び

も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
山
県
市
で
は
平

成
19
年
３
月
に
「
山
県
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」（
計
画
期
間
平
成
19
年
度
〜
23
年
度
）

を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
に
男
女
共
同
参
画

が
進
ん
で
い
な
い
分
野
が
数
多
く
あ
る
の
が

現
状
で
す
。 

　
今
般
、「
山
県
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

の
成
果
と
課
題
、「
山
県
市
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
市
民
意
識
調
査
」（
平
成
22
年
11
月
実

施
）
の
結
果
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会
の
提
言
な
ど
を
も
と
に
「
第
２
次
山
県

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
計
画
は
、
市
が
率
先
し
て
取
り
組
む

べ
き
施
策
と
と
も
に
、
市
民
、
事
業
者
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
指
針

と
な
る
計
画
で
す
。 

第2次山県市男女共同参画プラン を策定しました 第2次山県市男女共同参画プラン を策定しました 
企画財政課　蕁22-6825

男
女
一
人
一
人
が 

　
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
、 

　
　
新
た
な
活
力
あ
る
山
県
市
へ 

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？
 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が

互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
喜
び
も
責

任
も
分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」

の
こ
と
で
す
。 

　
「
第
2
次
山
県
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
は
山
県
市
H
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

企
画
財
政
課
窓
口
で
も
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
財
政
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 


